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写真 7 牡丹の花（2013年 筆者撮影）  
 
 
3.3 ろうそくについて 
 かつて提灯が伝来されてから蛸島では、1970年代頃まで提灯の灯りにろうそくを使用していた
そうだ。今では見ることはできないが、お祭りでキリコを担いだ際に揺提灯とろうそくの火の光
がゆらゆらと揺れる様子は非常に美しかったという。しかし同時に火が燃え移るといった危険性
も高く、電気の普及に伴って廃れていってしまい、今ではLEDが使用されている。 
 
4．地域との関わり 
 
 地域によって提灯の在り方は様々である。大量生産が行われている地域では制作過程において、
絵紙の政策は「摺込師」、火袋の制作は「張師」、絵付けは「絵師」、塗加工は「塗り師」などそれ
ぞれの専門によって分業が行われている。そのような場合、非常に短時間で完成させることがで
きる。一方、蛸島で作られている提灯の制作は全て一人の職人によって行われており、組み立て
から仕上げまで一つずつ作られている。確かに分業で作られているものよりも完成までに圧倒的
に時間はかかってしまうし、細かい作業を一人で行うのは大変であると思われる。しかしどんな
に大変であっても、一つの提灯に対して最初から最後まで依頼者のことを考えながら作ることが
できるのが良い点だという。それは依頼者にとっても同じようで、自分の地区のための提灯や自
分の家のための提灯はやはり特別な思いがあり、スピードやコストよりも地域や依頼者のことを
理解してその風土に合った提灯を作ってくれるということを求めているからこそ、蛸島に住む多
くの人々は昔から、今回お話をうかがった提灯屋に制作依頼をしてきたのではないかと考える。 
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5．おわりに 
 
 今回の調査を行うに当たって、お祭りに向けて大変な時期であるにもかかわらず快く迎え入れ
てくださり、提灯に関して何の知識もない私に一つ一つ細かく丁寧に説明してくださりました。
また各ご家庭で保存されている提灯を見せて頂くこともできました。短い期間でしたが調査に協
力して頂いた皆様、本当にありがとうございました。 
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